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認定こども園の推進について 
 

１ 認定こども園 

認定こども園制度は、就学前の教育・保育ニーズに対応する新たな選択肢

として平成18年10月からスタートしました。 

また、平成27年４月から子ども・子育て支援新制度が本格スタートしまし

たが、この子ども・子育て支援新制度における取組みの一つにも認定こども

園の普及が明記されており、国においては、認定こども園が幼稚園及び保育

所の機能を併せ持ち、保護者の就労状況及びその変化等によらず柔軟に子ど

もを受け入れられる施設であることや、幼保連携型認定こども園について

は、学校及び児童福祉施設として一つの認可の仕組みとした制度改正の趣旨

を踏まえ、認定こども園への移行を希望する幼稚園・保育所があれば、認

可・認定基準を満たす限り、認可・認定を行うものとしています。 

 

●認定こども園のメリット 

・保護者が働いている・いないにかかわらず利用可能 

・集団活動・異年齢交流に大切な子ども集団を保ち、すこやかな育ちを支援 

・待機児童を解消するため、既存の幼稚園などを活用 

・充実した地域子育て支援事業で、子育て家庭を支援 

 

 

２ 認定こども園の推進 

本市では、このような国の動向を踏まえ、平成27年3月に策定した石狩市子

ども・子育て支援事業計画との連携を図りながら、現在、認定こども園、特

に幼保連携型認定こども園への移行を推進しています。 

なお、本市においては、幼稚園を中心に老朽化施設が多く見られることか

ら、施設環境整備にも配慮しています。 

 

３ 待機児童の状況 

本市では、平成19年度から保育需要に応じ、保育所、認定こども園（保育

所部）及び地域型保育（以下「保育所等」という。）の整備を進め、平成22

年度以降、待機児童は発生していない状況にあります。しかしながら、利用

率は、100％を超え、定員を上回る状況が続いています。 
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４ 就学前児童の状況 

本市の就学前児童数は、平成21年より減少傾向にありましたが、平成28年

はわずかながら増加に転じています。 

主な要因は、近年の樽川地区（５条１～３丁目）における宅地開発による

もので、樽川３条から７条の地域における就学前児童数を見ますと、平成26

年までは減少傾向にありましたが、平成27年から増加に転じており、今後さ

らに増加する見込みです。 

 

■就学前児童数の推移（各年４月１日現在、住民基本台帳、外国人含む） 

  （単位：人） 

  H25 H26 H27 H28 

３歳未満 1,227 1,154 1,124 1,130 

３～５歳 1,555 1,472 1,370 1,370 

計 2,782 2,626 2,494 2,500 

うち樽川３～７条 208 197 238 370 

 

  また、樽川地区（５条１～３丁目）における地区計画の届出件数は、次の

とおりであり、その多くが市外からの転入となっていることから、教育・保

育ニーズに早急に対応する必要があります。 

 

■地区計画の届出件数（各年９月末現在） 

                            （単位：件） 

  H26 H27 H28 

学区内 0 17 27 

学区外（石狩市） 0 30 39 

学区外（市外） 1 131 177 

不明 4 31 35 

計 5 209 278 

※学区内：花川南１－１～６－１、１－２～６－２、３－４、樽川 

※不明：建売、モデルハウス 

※全体の戸数（見込）：３３０～３３５戸 
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５ 教育・保育の需要 

（１）教育施設を利用する児童数（各年５月１日現在） 

（単位：人） 

 H27 H28 

利用児童数（市内施設） 554 617 

  〃  （市外施設） 164 155 

〃  （ 計 ） 718 772 

利用定員 690 720 

 

 ※平成 29 年度における利用児童数の増加要因 

  ・樽川地区（５条１～３丁目）への市外からの転入 

 

 ●認定こども園申請中の施設における１号認定の認可定員の増減 

友愛保育園（＋６人）、まきば保育園（＋６人）、 

くるみ保育園（＋15 人）、南線光の子保育園（＋45 人）、 

花川北陽幼稚園（△20 人）、石狩たんぽぽ保育園（＋３人）、計＋55 人 

 

（２）保育施設等を利用する児童数（各年 10 月１日現在） 

（単位：人、％） 

 H27 H28 

利用児童数 882 902 

利用定員 769 812 

利用率 114.7 111.1 

 

※平成 29 年度における利用児童数の増加要因 

  ・市内認可外保育施設２園（定員合計 69 人）の廃止 

  ・樽川地区（５条１～３丁目）への市外からの転入 

 

 ●認定こども園申請中の施設における２・３号認定の認可定員の増減 

友愛保育園（０人）、まきば保育園（０人）、 

くるみ保育園（０人）、南線光の子保育園（＋45 人）、 

花川北陽幼稚園（＋20 人）、石狩たんぽぽ保育園（＋86 人）、計＋151 人 
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６ 認定こども園への移行 

（１）平成22年度：１園 

・花川南認定こども園 

 

（２）平成28年度：４園移行により５園 

   ・えるむ認定こども園 

   ・えるむの森認定こども園 

   ・認定こども園花川わかば幼稚園（平成27年度施設整備） 

   ・認定こども園ミナクル幼稚園（平成27年度施設整備） 

 

（３）平成29年度：６園移行により11園（予定） 

   ・友愛保育園 

   ・まきば保育園 

   ・くるみ保育園 

   ・南線光の子保育園（平成28年度施設整備） 

   ・花川北陽幼稚園（平成28年度施設整備） 

   ・石狩たんぽぽ保育園（平成28年度施設整備） 

 

（４）平成30年度：１園移行により12園（予定） 

   ・石狩仲よし保育園（平成29年度施設整備） 

 

※未定 

   ・緑苑台子どもの家保育園 

   ・花川マリア幼稚園 

 


